
林分密度試験林

宮崎南部森林管理署
1



当署管内の飫肥地方では、温暖多雨な気象条件や台
風襲来に強い造林方法として、藩政時代からha当たり
1,000本から2,000本程度の疎植・粗放な施業を行ない
、オビスギの特性（樹脂を多く含んでいるので、弾力
に富み、水切れが良く耐久力がある等）を活かした造
船用材の生産が盛んに行われてきました。

しかしながら昭和30年代後半から造船用材としての
スギ材の需要が急速に減少する一方で、一般建築用材
の需要が拡大し、生産目標を変更する必要が生じまし
た。そこで、生産目標の変更による、植栽密度をいか
にするかを検討し、将来の施業体系作成のための一要
因とすることとしました。
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試験地設定時の背景（昭和48年度設定）



効率よく、確かな試験結果が出せるよう、
系統配置による方法を採用

○１９６２年にイギリスのネルダー氏が「林業密度
試験における系統的設計」という論文の中で発
表

○特徴：植栽木の配置を様々な形に変えることで、
小面積かつ同一条件のもとで多様な密度を実現
できるのが特徴

（１９７３年当時の署長が、フランスカイガンショウの線形造林地で見たネルダー型の系統

配置による密度試験地を参考に、同心円を利用した円形の密度管理試験地を設定）
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（試験地の方法）系列配置による密度試験地



場 所 宮崎県日南市北郷町郷之原
大荷田国有林１４０ぬ4林小班

地 況 標高 約３２０ｍ
北西向きの山腹平衡斜面
平均傾斜 約２５度
基岩 砂岩と泥岩の互層
土壌型 ＢＤ（ｄ）
地位15等級

面 積 ０．２２５ｈａ×２箇所＝０．４５ｈａ
（直径 ６９ｍ）

試験期間 昭和４８年度から平成３５年度ま
での５０年間（令和５年度）
令和２年度現在 ４７年生
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林分密度試験地の概要



施 業 履 歴

植栽樹種 トサアカ１年生苗
（旧飫肥営林署種苗事業所で育苗）

保育状況 植 付 昭和４９年（１９７４年）３月
下 刈 昭和４９年から５６年

（２年目、３年目に２回刈）
施 肥 昭和５１年
つ る 切 昭和５３年、５４年、５５年
除 伐 昭和５７年
選木枝打 昭和６１年、平成１２年
（間伐は実施していない。）
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植栽配置図
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密度試験地設定時の植栽密度
同心円名 植栽本数 １本当たり占有

面積（㎡）
ha当たり植栽本数
(本）

備 考

イ ３６ 最内円

ロ ３６ ０．９９７３ １０，０２７

ハ ３６ １．４３１２ ６，９８７

ニ ３６ ２．０６１７ ４，８５０

ホ ３６ ２．９７２０ ３，３６５

ヘ ３６ ４．２７５２ ２，３３９

ト ３６ ６．１５０１ １，６２６

チ ３６ ８．８６６８ １，１２８

リ ３６ １２．７７５８ ７８３

ヌ ３６ １８．３９８７ ５４４

ル ３６ ２６．４９０５ ３７７

オ ３６ 最外円

注：円名イ、オについては隣接木の影響が不均一となるため調査対象から除外



中心部 中心部

中心部から外円に向かって 外円部周辺

林分の現況
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平成３０年度調査データ
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植栽密度による 平均胸高径（㎝）
ha当たり立木材積（㎥）

平均胸高径
（㎝）

１０，０２７ ６，９８７ ４，８５０ ３，３６５ ２，３３９ １，６２６ １，１２８ ７８３ ５４４ ３７７

１０，０２７ ６，９８７ ４，８５０ ３，３６５ ２，３３９ １，６２６ １，１２８ 783          544             377

Ha当たり
立木材積
（㎥）

１０，０２７ ６，９８７ ４，８５０ ３，３６５ ２，３３９ １，６２６ １，１２８ ７８３ ５４４ ３７７

１０，０２７ ６，９８７ ４，８５０ ３，３６５ ２，３３９ １，６２６ １，１２８ 783          544           377

試験地①（下方）
試験地②（上方）

Ha当たり 植栽本数Ha当たり 植栽本数

Ha当たり 植栽本数 Ha当たり 植栽本数
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林分密度試験地の現況（まとめ）

① ha当たり材積は２，３３９本/haが最も多く、
前後で減少

② １，６２６本/ha～６，９８７本/haの範囲では
ほぼ収量は一定

③ 樹高は密度に反比例

④ 胸高直径や単木材積も密度に反比例


